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徳島県からのラクダハコフグの記録

井藤大樹 1

A single specimen (149.8 mm standard length) of Tetrosomus 
gibbosus (Linnaeus, 1758) collected from Tokushima Prefecture, 
Shikoku Island, Japan represents the first record of the species 
from the prefecture. The specimen is characterized by a bony 
carapace composed of polygonal plates, with middorsal and in-
ferior ridges; carapace triangular in cross-section; a strongly ele-
vated dorsal ridge containing a single compressed spine at apex; 
a ridge over eye with a small spine; 9 dorsal fin rays; 9 anal fin 
rays; 10 pectoral fin rays. To date, only four specimens of this 
species have been recorded from Japan: one from Miyazaki 
Prefecture, two from Kagoshima Prefecture, and the presently 
reported specimen from Tokushima Prefecture.
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 Abstract

ラクダハコフグ Tetrosomus gibbosus (Linnaeus, 1758)は，

標準体長 15 cmほどのハコフグ科 Ostraciidaeに属する魚

類で（松浦，1984；林・萩原，2013），日本，台湾および

中国南部から，紅海を含むインド・西太平洋の水深 1–20 

mのアマモ類や海藻類が繁茂する砂地に生息する（松浦，

1984; Randall, 2005；林・萩原，2013; Wu and Zhong, 2021; 

Allen and Erdmann, 2024）．本種は，体が硬い甲板に覆われ，

その横断面は三角形を呈すること，鋭い 1棘が背隆起の中

央にあること，眼上棘が 1本であることなどにより同属他

種より識別される（松浦，1984；林・萩原，2013）．

日本国内において，ラクダハコフグは，神奈川県（Jordan 

et al., 1913），新潟県（本間，1952），富山県（河野ほか，

2014），愛媛県（大植ほか，1953；辻・平松，1987），山口

県（林・萩原，2013），宮崎県（三木ほか，2017），鹿児島

県（本村，2018），沖縄県（岡田・伊佐，1959）から記録

がある．2024年 12月に徳島県阿南市椿泊町沿岸にて，1

個体のラクダハコフグが採集された．当該標本は，徳島県

からの本種の初記録となるため，ここに報告する．

材料と方法
ホルマリン水溶液にて標本の固定を行ない，固定後に

アルコール水溶液にて保存した標本を計数・計測した．標

本の計数・計測方法については，Hubbs and Lagler (2004)

と三木ほか（2017）に従った．魚体の左側を対象として

計数・計測し，デジタルノギスにて 0.1 mm単位まで計測

した．標準体長（standard length）については SLと表記し

た．本研究に用いた標本は，徳島県立博物館所蔵魚類標本

（TKPM-P）として登録されている．

Tetrosomus gibbosus (Linnaeus, 1758)

ラクダハコフグ
（Fig. 1; Table 1）

標本　TKPM-P 27472，1個体，149.8 mm SL，徳島県阿

南市椿泊町，椿泊町沿岸，2024年 12月 8日，定置網．

記載　体各部の計数・計測値を Table 1に示した．体は

側面からみると前後にやや長い菱形で，体の横断面は三角

形を呈する．頭部および躯幹部の腹面は平坦で，尾柄部は

やや側扁した円筒形を呈する．口唇，眼，尾柄部，各鰭を

除き，体は六角形の鱗が癒合して形成された甲板に覆わ

れ，鱗の表面には微小な顆粒状隆起が密在する．体背縁は

吻端から上唇にかけて前方にゆるやかに張り出し，上唇基

部直後の甲板が前方に突出し，その後，眼上にかけて上昇

する．眼上から背隆起の中央にある棘の基部までゆるやか

に上昇し，背隆起中央の 1棘を経て，背鰭起部から尾鰭基

部までゆるやかに下降する．体腹縁は下顎先端から尾鰭基

部までゆるやかに張り出す弧状となる．背隆起は高く，中

央には鋭く大きな 1棘がある．背隆起は頭部やや後方から

始まり，背鰭起部直前まで達し，胸鰭後端の垂線上のやや

後方でもっとも高く，その後，背鰭起部直前までキール状

となる．眼は頭部側面の上方に位置する．眼の直上にはや
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Fig. 1. Fresh specimen of Tetrosomus gibbosus from Tokushima Prefecture, Shikoku Island, Japan (TKPM-P 27472, 149.8 mm 
SL).
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や後方に湾曲した小さな眼上棘が左右 1対ある．眼上棘の

直後より背鰭基部後端のやや下方まで低い背側隆起が縦走

する．鰓孔は短く，上端が下端の垂線上よりもやや後方に

位置する．鰓孔の下端は胸鰭基部の直前に位置する．腹側

隆起は高く，鰓孔の垂線上のやや前方を起点とし，尾柄中

央のやや前方で左右の隆起がつながる．腹側隆起には鋭く

短い 4棘がそれぞれ左右 1対ある．口は小さく，亜端位で，

上顎後端は眼の前端よりもはるかに前方である．背鰭上縁

と臀鰭下縁，尾鰭後縁は丸い（観察標本の尾鰭下葉は一部

欠損する）．腹鰭をもたない．背鰭基部後端は臀鰭起部の

垂線上よりも前方に位置する．肛門は臀鰭起部の直前に位

置する．

体色　頭部と躯幹部の側面および背面の地色は黄色が
かった茶色で，頭部と躯幹部の腹面および尾柄部の地色は

わずかに黄色がかった乳白色である．眼の直下から頭部側

面下部にかけて眼径と同程度の幅の濃い茶色の横帯をも

つ．鰓孔の周囲と胸鰭基底から腹側隆起の第 1棘の基部に

かけて濃い茶色となる．腹側隆起の第 2棘と 3棘の間に 1

本，第 4棘の基部に 1本，臀鰭基部に 1本の濃い茶色の幅

の広い斜体をもつ．尾柄部の背面から側面中央にかけて濃

い茶色の斑紋をもつ．背隆起中央の 1棘は先端が乳白色で，

その下部が濃い茶色となり，基部に向かうにつれて黄色が

かった茶色となる．眼上棘と腹側隆起の 4棘は乳白色．背

鰭基底は濃い茶色．胸鰭は白色半透明．背鰭と臀鰭，尾鰭

はやや黄色がかった白色半透明で，尾鰭の後端付近はわず

かに黒色を呈する．

分布　日本国内では，神奈川県（Jordan et al., 1913），

新潟県（本間，1952），富山県（河野ほか，2014），徳島県（本

研究），愛媛県（大植ほか，1953；辻・平松，1987），山口

県（林・萩原，2013），宮崎県（三木ほか，2017），鹿児島

県（本村，2018），沖縄県（岡田・伊佐，1959）から記録

がある．国外では，台湾および中国南部から，紅海を含む

インド・西太平洋に分布する（松浦，1984; Randall, 2005；林・

萩原，2013; Wu and Zhong, 2021; Allen and Erdmann, 2024）．

備考　観察標本は，体が硬い甲板に覆われること，体
の横断面が三角形であること，背隆起と腹側隆起が高く，

低い背側隆起をもつこと，背隆起の中央に鋭く大きい 1棘

があること，眼上棘が 1本であること，背鰭条数が 9であ

ること，臀鰭条数が 9であること，胸鰭条数が 10である

ことなどの特徴が，松浦（1984），Randall (2005)，林・萩

原（2013），Allen and Erdmann (2024)が示したラクダハコ

フグ Tetrosomus gibbosusの形態的特徴と一致したため，本

種に同定された．

三木ほか（2017）では，111.8 mm SLの標本を観察し，

腹側隆起上の棘の数を 6とし，前から 1棘目と 6棘目は短

くて目立たず，その先端は鈍いとしている．また，Randall 

(2005)では腹側隆起上の棘の数を 5とし，鰓孔の下にある

前から 1棘目は小さいとしている（観察標本や SLに関す

る記載はない）．本研究での観察標本は，腹側隆起上の棘

の数が 4であった．観察標本では鰓孔下の腹側隆起にわず

かな凹みが確認できるものの，左右ともに棘状とはならず，

5棘目以降の腹側隆起にもわずかな凹みは確認できるもの

の，棘状にはならない．1棘目と 6棘目が短く鈍い棘状ま

で発達するか，単に凹状を呈するにとどまるかは発育程度

や個体によって異なる可能性がある．

観察標本は，徳島県阿南市椿泊町沿岸で漁獲されたも

のを（山下尚輝氏，私信），徳島県立博物館が譲り受けた

ものである．日本におけるラクダハコフグの標本を伴う記

録は，これまで三木ほか（2017）と本村（2018）のみであ

り，これら以外の記録では目録的に本種の種名が記載され

ているに留まる（Jordan et al., 1913；本間，1952；河野ほ

か，2014；大植ほか，1953；岡田・伊佐，1959など）．三

木ほか（2017）では宮崎県産の 1個体，本村（2018）では

鹿児島県産の 2個体が報告されている．これらの他にも，

全国の自然史系博物館などが所蔵する標本の情報がまとめ

られているサイエンスミュージアムネット URL（最終確

認日 2025年 7月 26日）にて，採集地情報が記載されてい

ない標本が北海道大学総合博物館水産科学館魚類標本コレ

クション（HUMZ）と東海大学海洋科学博物館魚類標本コ

レクション（MSM）の中に含まれていた（HUMZ 103681, 

HUMZ 126992, HUMZ 110981, MSM-80-016, MSM-80-017, 

MSM-80-018, MSM-80-065, MSM-81-097, MSM-84-048）．

これらの標本情報について問い合わせたところ，HUMZ 

103681は水族館からの寄贈標本で採集地は不明，HUMZ 

126992はインド洋で採集された標本，HUMZ 110981はハ

Table 1. Counts and measurements of Tetrosomus gibbosus (TK-
PM-P 27472) from Tokushima Prefecture, Shikoku Island, 
Japan.

Standard length (mm) 149.8
Counts
Dorsal fin rays 9
Anal fin rays 9
Pectoral fin rays 10
Branched caudal fin rays 8

Measurements as % of standard length
Head length 28.7
Body depth 60.7
Depth of caudal peduncle 9.3
Length of caudal peduncle 16.4
Predorsal length 68.6
Preanal length 75.3
Length of dorsal fin base 7.6
Length of longest ray of dorsal fin 15.1
Length of anal fin base 7.6
Length of longest ray of anal fin 12.8
Length of longest ray of pectoral fin 15.1
Snout length 20.6
Eye diameter 10.0

https://science-net.kahaku.go.jp/
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マフグ Tetrosomus reipublicae (Whitley, 1930)であり（田城

文人氏，私信），MSM-80-016, MSM-80-017, MSM-80-018, 

MSM-80-065, MSM-81-097, MSM-84-048はいずれも熱帯魚

商から購入したもので，採集地は不明とのことであった（冨

山晋一氏，私信）．なお，岩坪ほか（2022）では，鹿児島

県南さつま市笠沙より，本種が 2個体採集されたことを記

し，そのうちの 1個体の標本写真を掲載しているが，掲載

されている標本写真は，本村（2018）にて報告された標本

と同一個体である．したがって，確実な日本産の本種の標

本は，三木ほか（2017）の 1個体，本村（2018）の 2個体

と本研究にて報告した 1個体の計 4個体のみである．
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